
 

 

 

 

 

 

＜附属小学校と交流をしました＞ 

小学部の各学級と附属小学校複式学級で学級ごとに

交流会を行いました。新型コロナ感染症拡大でここ数

年実施することができなかった交流会ですが、今年

は、これまでの形を変えて交流会を実施でき子供たち

は大喜びでした。 

本校から附属小学校に出向き、各学級の皆さんが準

備してくれたプログラムに沿って、自己紹介やレクリ

エーションなどで仲良く楽しむことができました。子

供たち同士が笑顔いっぱいに話をしたり、協力して相

談しながらゲームを楽しんだりするなど初めての出会

いとは思えない関わり合いに「交流会をやってよかっ

た」と考えていたら自然と目じりが下がり微笑んでし

まいました。 

 

＜校外実習・現場実習をがんばりました（高等部）＞ 

 学校だより５月号でお知らせしましたが、１年生

は、５月３０日（月）～６月３日（金）の期間、校外

実習を長崎大学教育学部校舎で行いました。校舎周り

の除草作業を中心にそれぞれが目標を立てやり遂げる

ことができました。生徒たちは責任をもって役割を果

たすことの大切さを実感できたと思います。これから

の自分の将来について働くことの大切さも感じてくれたと思っています。 

 

２・３年生は５月２３日（月）～６月１０日（金）の期間

で現場実習を行いました。２年生は２回目の実習で前回より

１週間長い期間での実習となりました。３年生は、いよいよ

自分の将来の仕事として具体的に選択するための実習となり

ました。３週間の実習が終わり、登校してくる生徒たちは、

みんな「校長先生がんばりました」「きつかったけど ちゃん

とできました」などと胸を張り、自信満々に思いを伝えてく

れました。 

６月２３日（月）の報告会では、自分たちの頑張りとこれ

からの課題、そしてこれから取り組みたいことについて発表

をしてくれました。毎回思うことですが、実際の現場で自分

なりにやり遂げたという思いは、それぞれが向かう将来への

懸け橋とになり、経験として確実につながっていることを感

じます。これからも思いを大切に、希望を実現するために課

題意識をもって何事にも挑戦し続けてほしいと思います。 

 

高等部のみなさん、実習本当にお疲れ様でした。 

そして、やり遂げたみなさんに心を込めて  

 

「Good Job !!」（よくがんばりました） 
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